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第 3 章では， FM 信号や重畳 2 周波信号を記録再生する際に生じる下側波帯強調作用の発生機構について，磁性層
内部の残留磁化をコンビュータ・シミュレーションした結果と実測した再生信号とを詳細に比較検討することにより，
下側波帯強調作用は磁性層厚さに依存すると共に記録信号方式にも依存することを明らかにし この結果をFM 信
号の記録に応用することにより 再生信号の SN 比を従来よりも向上することのできる記録方式を考案している。





第 5 章では，ディジタル記録において従来行われている 2 値基底帯域変調系の記録方式に比べ電磁変換系との整
合性が良いと考えられる多値変調搬送波系の記録方式について述べ実測した電磁変換系の周波数特性を基にした面
記録密度の計算から，符号化 16QAM 方式が最も高い面記録密度を得ることができることを導いているO また符号化
16QAM 信号の再生において，ビタピ復号器を電磁変換系の特性に合わせて修正することにより，誤り率が改善され
ることを示している O
第 6 章では，従来スロー再生を実現していたテーフo間欠駆動方式を拡張することにより，簡易的ではあるが逆 1 倍












結果を FM 信号の記録に応用することにより，再生信号の SN 比を従来より向上させるのに役立たせている O
(3) FM 記録信号方式ならびにエンファシス技術を加味した場合に対する記録再生システムとしての最適設計法を提
案し， SN 比の改善を得ている。
(4) 高密度記録方式として符号化 16QAM (直交娠幅変調)信号を用いることを提案し，再生時にビタピ復号器を併
用することにより，高密度・高信頼の記録再生が可能であることを明らかにしている O
(5) テープ間欠駆動方式を拡張することにより，連続可変再生を可能にする簡易方式を考案している。
以上のように本論文はビデオテープレコーダの記録再生特性の改善に関して多くの新しい知見を得ており，情報通
信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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